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私たちは、マキシム瓶製品生産スピードアップを ＡＧＦ鈴鹿は味の素グループの味の素ＡＧＦ

テーマに活動を行ってきました １００％生産子会社で、鈴鹿市にあり

地域に根差した工場として日々生産しています

鈴鹿／群馬の東西両拠点より全国へ 様々な包装形態に順次拡大

味の素AGFで日本全体コーヒー生豆輸入量の

１５％を使用
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プロジェクター

年 月

名 内　・ 外 ・ 両方

回

時間

回

勤続 年
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9

ＱＣサークル紹介

本 部 登 録 番 号 サ ー ク ル 結 成 年 月

メ ン バ ー 構 成 会 合 は 就 業 時 間

テ ー マ 暦 1 回 あ た り の 会 合 時 間

本テーマの活動期間 本 テ ー マ の 会 合 回 数

発 表 者 の 所 属

本テーマで　1　件目　社外発表　1　件目

2021　年　5　月　～　　2022　年　　2　月

2021 5

19AGF鈴鹿株式会社　第一製造部　IC包装グループ　1係

瓶製品供給能力追求チーム（ビンセイヒンキョウキュウノウリョクツイキュウチー
ム）
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52　歳（最高　64　歳、最低　　40　歳）
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その中で今回は、フリーズドライタイプの コーヒーやお茶を様々な形態で生産しています

インスタントコーヒー包装ラインの改善です フルラインナップが強みです！

インスタントコーヒーはガラス瓶とアルミパウチの 包装ラインは各種機械がありますが、特に課題のある

２種類の包装形態があり、ガラス瓶の包装ラインで 充填機設備周辺で活動しました

取組みました

これまで取り組めていなかったラインスピードUPに 毎月会合を行い、現場現物で確認を行いながら進め

より生産性の１．５％向上を目指しました！ なんとか計画通り完結出来ました



まずは全設備の単体能力確認を行いました 実瓶をテスト搬送して起こる現象をじっくり確認

設備自体に能力はある事が分かりました 設備間の受渡部で問題がある事が分かりました

まずは充填機入口部での破瓶リスクについて 種々対策を比較検討し、

現状確認を実施 即実施でき効果も高いガイド修正を実施

たまにガイドに強く当たってしまったときに跳ね、

スクリュー溝とタイミングがずれる事が原因でした

コンベアガイドの位置を見直し

速度が上がってもスムーズに導入される

様に変更しました

最適位置の見極め、再現性に苦労しました



充填機で粉充填前に空瓶重量を計測し、 主原因は、ガイド入口部の角が取れた部分に

充填重量を1本1本コントロールしていますが、 引っ掛かる様に入った時に反動でずれ、

瓶の計量精度に問題が出ることが分かりました コンベア上で位置がバタつくことがわかりました

瓶の流れにあったコンベアガイドを新規作成

スムーズにコンベア上を流れるように

なりました

　目標を上回る２０４本/分(2％向上)達成 全オペレータで同じく出来る様に歯止めを実施

現場をよく観察し小改善で大きな成果が得られました 次は更なる切替短縮に挑みます！


